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【公表番号】特表2011-525482(P2011-525482A)
【公表日】平成23年9月22日(2011.9.22)
【年通号数】公開・登録公報2011-038
【出願番号】特願2011-513978(P2011-513978)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 493/04     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/54     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 493/04    １０１Ｄ
   Ｃ０７Ｄ 493/04    ＣＳＰ　
   Ｇ０２Ｆ   1/13    ５００　
   Ｃ０９Ｋ  19/54    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月1日(2012.6.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式Ｉ

【化１】

［式中、
Ｗは、（Ｙ4－Ｔ2－）s（Ｙ3－Ａ2－）tＹ

2－Ｚ2部分であり、
Ｚ1およびＺ2は、それぞれ独立して、水素、炭素鎖がエーテル官能基中の酸素原子、チオ
エーテル官能基中の硫黄原子、または非隣接イミノ基もしくはＣ1－Ｃ4－アルキルイミノ
基によって中断されていてもよい、場合によっては置換されたＣ1－Ｃ20－アルキル、ま
たは重合をもたらしうる反応性基であり、
Ａ1およびＡ2は、それぞれ独立して、１～３０個の炭素原子を有し、かつ炭素鎖がエーテ
ル官能基中の酸素原子、チオエーテル官能基中の硫黄原子、または非隣接イミノ基もしく
はＣ1－Ｃ4－アルキルイミノ基によって中断されていてもよいスペーサであり、
Ｙ1およびＹ2は、それぞれ独立して、化学的単結合、酸素、硫黄、－ＣＯ－、－Ｏ－ＣＯ
－、－ＣＯ－Ｏ－、－Ｓ－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｓ－、－ＮＲ－ＣＯ－、または－ＣＯ－ＮＲ
－であり、
Ｙ3は、ｓ＞０の場合、Ｙ1およびＹ2とは無関係に、これらについて定義したとおりであ
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るか、または－Ｏ－ＣＯＯ－であり、
ｓ＝０の場合、化学的単結合または－ＣＯ－であり、
Ｙ4は、化学的単結合、酸素、硫黄、－ＣＯ－、－Ｏ－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－Ｓ－Ｃ
Ｏ－、－ＣＯ－Ｓ－、－ＮＲ－ＣＯ－、または－ＣＯ－ＮＲ－であるが、ただしＹ4は、
イソマンニトール単位の酸素原子と結合する場合、化学的単結合または－ＣＯ－であり、
Ｙ5は、ｒ＝１の場合、化学的単結合、酸素、硫黄、－ＣＯ－、－Ｏ－ＣＯ－、－ＣＯ－
Ｏ－、－Ｓ－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｓ－、－ＮＲ－ＣＯ－、または－ＣＯ－ＮＲ－であり、
ｒ＝０の場合、化学的単結合または－ＣＯ－であり、
Ｙ6は、化学的単結合または－ＣＯ－であり、
Ｒは、水素またはＣ1－Ｃ4－アルキルであり、
Ｔ1およびＴ2は、それぞれ独立して、飽和もしくは不飽和の、場合によっては置換され、
かつ場合によっては縮合された２価の同素環式基もしくは複素環式基であり、
Ｑは、ハロゲン、ＮＯ2、ＮＯ、ＣＮ、ＣＨＯ、Ｌ1、ＣＯ－Ｌ1、Ｘ1－ＣＯ－Ｌ1、Ｘ1－
ＳＯ－Ｌ1、Ｘ1－ＳＯ2－Ｌ1、Ｘ1－Ｌ1’、ＣＯ－Ｘ1－Ｌ1’、Ｏ－ＣＯ－Ｘ1－Ｌ1’、
ＳＯ－Ｘ1－Ｌ1’、またはＳＯ2－Ｘ1－Ｌ1’であり、このとき、
　Ｌ1は、Ｃ1－Ｃ20－アルキル、Ｃ2－Ｃ20－アルケニル、Ｃ2－Ｃ20－アルキニル、Ｃ6

－Ｃ10－アリール、２～１２個の炭素原子を有するヘテロアリール、Ｃ6－Ｃ10－アリー
ル－Ｃ1－Ｃ20－アルキル、Ｃ6－Ｃ10－アリール－Ｃ2－Ｃ20－アルケニル、Ｃ6－Ｃ10－
アリール－Ｃ2－Ｃ20－アルキニル、それぞれヘテロアリール基中に２～１２個の炭素原
子を有するヘテロアリール－Ｃ1－Ｃ20－アルキル、ヘテロアリール－Ｃ1－Ｃ20－アルケ
ニル、もしくはヘテロアリール－Ｃ1－Ｃ20－アルキニルであり、このときＣ1－Ｃ20炭素
鎖は、エーテル官能基中の酸素原子、チオエーテル官能基中の硫黄原子、非隣接イミノ基
、Ｃ1－Ｃ20－アルキルイミノ基、および／またはカルボニル基によって中断されていて
もよく、また前記Ｃ6－Ｃ10－アリールおよびヘテロアリールは、ハロゲン、ＮＯ2、ＮＯ
、ＣＮ、ＣＨＯ、Ｌ2、ＣＯ－Ｌ2、Ｘ2－ＣＯ－Ｌ2、Ｘ2－ＳＯ－Ｌ2、Ｘ2－ＳＯ2－Ｌ2

、Ｘ2－Ｌ2’、ＣＯ－Ｘ2－Ｌ2’、Ｏ－ＣＯ－Ｘ2－Ｌ2’、ＳＯ－Ｘ2－Ｌ2’、およびＳ
Ｏ2－Ｘ2－Ｌ2’からなる群から選択された１つ以上の置換基で置換されていてもよく、
　Ｌ1’は、水素、またはＬ1とは無関係に、Ｌ1について定義したとおりであり、
　Ｌ2は、Ｃ1－Ｃ20－アルキル、Ｃ2－Ｃ20－アルケニル、Ｃ2－Ｃ20－アルキニル、Ｃ6

－Ｃ10－アリール、２～１２個の炭素原子を有するヘテロアリール、Ｃ6－Ｃ10－アリー
ル－Ｃ1－Ｃ20－アルキル、Ｃ6－Ｃ10－アリール－Ｃ2－Ｃ20－アルケニル、Ｃ6－Ｃ10－
アリール－Ｃ2－Ｃ20－アルキニル、それぞれヘテロアリール基中に２～１２個の炭素原
子を有するヘテロアリール－Ｃ1－Ｃ20－アルキル、ヘテロアリール－Ｃ2－Ｃ20－アルケ
ニル、もしくはヘテロアリール－Ｃ2－Ｃ20－アルキニルであり、
　Ｌ2’は、水素、またはＬ2とは無関係に、Ｌ2について定義したとおりであり、
　Ｘ1およびＸ2は、それぞれ独立して、酸素、硫黄、またはＮＬ1’またはＮＬ2’であり
、
ｒおよびｔは、それぞれ独立して０または１であり、
ｓは、０、１、２、または３であり、
このときｓ＞１の場合、前記個々の置換基Ｔ2およびＹ4は、互いに同一であっても、また
は互いに異なっていてもよく、
ｑは、０、１、２、３、または４である］の化合物。
【請求項２】
　前記置換基Ｔ1およびＴ2が、それぞれ独立して、
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【化２】

であり、
このとき前記基
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【化３】

は、
請求項１の式Ｉにおける２，６－ナフチル基の前記Ｑ置換基の特定の選択に関係なく、最
大４個（ｑ＝０、１、２、３、または４）の同一のまたは異なる請求項１に記載の一般的
定義を有するＱ置換基で置換されていてもよく、
前記基

【化４】

は、
請求項１の式Ｉにおける２，６－ナフチル基の前記Ｑ置換基の特定の選択に関係なく、最
大３個（ｑ＝０、１、２、または３）の同一のまたは異なる請求項１に記載の一般的定義
を有するＱ置換基で置換されていてもよく、
前記基
【化５】

は、
請求項１の式Ｉにおける２，６－ナフチル基の前記Ｑ置換基の特定の選択に関係なく、最
大２個（ｑ＝０、１、または２）の同一のまたは異なる請求項１に記載の一般的定義を有
するＱ置換基で置換されていてもよく、
前記基
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【化６】

は、
請求項１の式Ｉにおける２，６－ナフチル基の前記Ｑ置換基の特定の選択に関係なく、最
大１個（ｑ＝０または１）の請求項１に記載の一般的定義を有するＱ置換基で置換されて
いてもよい、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　前記置換基Ｔ1およびＴ2が、それぞれ独立して、

【化７】

であり、
このとき前記基は、請求項１の式Ｉにおける２，６－ナフチル基の前記Ｑ置換基の特定の
選択に関係なく、最大４個（ｑ＝０、１、２、３、または４）の同一のまたは異なる請求
項１に記載の一般的定義を有するＱ置換基で置換されていてもよい、請求項１に記載の化
合物。
【請求項４】
　式Ｉの前記置換基Ｗにおける（Ｙ4－Ｔ2－）sが、式Ｉａ
【化８】

［式中、
Ｑ’は、請求項１の式Ｉにおける２，６－ナフチル基のＱ置換基の特定の選択に関係なく
、同一のまたは異なる請求項１に記載の一般的定義Ｑの置換基であり、
ｑ’は、０、１、２、３、または４であり、
ｓ’は、０、１、または２であり、
このとき前記置換基Ｙ4およびＴ2は、前述の請求項におけるものと同じ定義を有し、また
ｓ’＞０の場合の前記置換基Ｙ4およびｓ’＞１の場合の前記置換基Ｔ2は、互いに同一で
あっても、または互いに異なってもよい］の部分に相当する、請求項１から３までのいず
れか１項に記載の化合物。
【請求項５】
　ｔが１であり、Ｙ3が－Ｏ－ＣＯＯ－基に相当する、請求項１から４までのいずれか１
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項に記載の化合物。
【請求項６】
　前記Ｚ1およびＺ2基のうちの少なくとも１つが反応性基である、請求項１から５までの
いずれか１項に記載の化合物。
【請求項７】
　前記Ｚ1およびＺ2基のうちの少なくとも１つが反応性基
【化９】

である、請求項１から５までのいずれか１項に記載の化合物。
【請求項８】
　前記Ｚ1およびＺ2基のうちの少なくとも１つが、反応性基

【化１０】

である、請求項１から５までのいずれか１項に記載の化合物。
【請求項９】
　ｔが１であり、前記Ｚ1－Ｙ1－Ａ1－部分および－Ａ2－Ｙ2－Ｚ2部分が同一である、請
求項１から５までのいずれか１項に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｚ1－Ｙ1およびＺ2－Ｙ2が、同一の反応性部分

【化１１】

である、請求項１から５および９のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｚ1－Ｙ1およびＺ2－Ｙ2が、同一の反応性部分
【化１２】

である、請求項１から５および９のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項１２】
　請求項１から１１までのいずれか１項に記載の少なくとも１つの式Ｉの化合物を含む、
液晶組成物。
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【請求項１３】
　請求項１から１１までのいずれか１項に記載の式Ｉの化合物のキラルドーパントとして
の使用。
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